
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://tensai-art.com    特定非営利活動法人 障 碍 者 芸 術 推 進 研 究 機 構  

 
 

２０１３年 10 月 15 日 秋号（年４回発行） 

―
「
天
才
ア
ー
ト
」
と
は
、
障
碍

し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
の
優
れ
た
感
性
と 

表
現
力
、
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
独
創
的
な
作
品
に
対
し
て 

ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。 

 

◎
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
２
０
１
３
予
告
・
・
・
・
・
２
面 

◎
活
動
報
告
／
青
空
美
術
館
／ 

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
作
品
展
示 

・
・
・
・
・
・
・
３
面 

◎
ト
ピ
ッ
ク
ス
／
高
田
美
貴
個
展 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
面 

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
作
品
・
作
家
紹
介 

・
・
・
・
・
・
・
４
～
５
面 

◎
ア
ト
リ
エ
点
描
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
便
り 

・
・
・
・
・
・
・
６
面 

◎
ア
ト
リ
エ
訪
問
／
ア
ト
リ
エ
と
も
・
青
谷
学
園
DO
・
・
・
７
面 

◎
書
籍
レ
ビ
ュ
ー 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
面 

◎
季
報
掲
載
広
告
の
募
集
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
・
・
・
・
・
８
面 

 

法人事務所 

〒612-0835 京都市伏見区桃山紅雪町162番地 

 

〒605-0811        四条・新道アトリエ 

京都市東山区小松町130番地 元新道小学校内 

 

Vol.3 

 

京都のアール・ブリュット 

http://tensai-art.com/


 
 
 

 
 

                           

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
第
二
回
の
『
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

展
２
０
１
３
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構
・
天
才

ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
発
足
し
て
三
年
、
昨
年
九
月
か
ら
は
、

京
都
市
の
統
廃
合
学
校
の
元
新
道
小
学
校
舎
に
常
設
ア
ト
リ
エ

を
開
設
し
、
十
八
名
の
登
録
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
創
作
活
動
に
勤

し
み
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
作
品
が
一
点
、
ま
た
一
点
・
・
・

と
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

近
年
、
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と
か
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

ア
ー
ト
」、「
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
」
と
い
っ
た
様
々
な
呼
称
で
紹

介
さ
れ
る
絵
画
や
陶
芸
作
品
が
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
く
な
り
、
各
地
で
そ
れ
ら
の
活

発
な
活
動
を
紹
介
す
る
場
面
も
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

当
機
構
も
、
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
を
支
援
し
，
そ
の
た

め
に
必
要
な
様
々
な
事
業
や
取
組
を
推
進
研
究
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
し
、
制
作
会
を
通
じ
て
そ
の
作
品
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
商
品
の
開
発
の
取
組
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以 

 
 
 
 
 
 

 

上
に
障
碍
の
あ
る
人

の
知
ら
れ
ざ
る
表
現

能
力
や
作
品
に
興
味

関
心
を
お
持
ち
い
た

だ
け
る
よ
う
、
永
続

的
な
支
援
や
広
報
と

い
っ
た
活
動
を
更
に

進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
展
は
、
京
都
で
ア 

ー
ト
活
動
を
展
開
し 

て
い
る
「
ア
ト
リ
エ 

や
っ
ほ
う
」「
東
山
青 

 
 
 
 
 
 
 

 

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
」「
洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
授
産
園
」「
ア
ト
リ
エ 

と
も
」「
青
谷
学
園
Ｄ
Ｏ
」
所
属
作
家
の
作
品
を
一
堂
に
展
覧
し
ま
す
。 

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
前
回
展
に
引
き
続
い
て
、
ア
ー
ル
・
ブ 

リ
ュ
ッ
ト
に
関
す
る
著
書
な
ど
で
知
ら
れ
る
、 

甲
南
大
学
准
教
授
の
服
部 

正
氏
の
基
調
講
演 

と
、
当
機
構
メ
ン
バ
ー
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ 

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
を
お
待
ち
し 

て
い
ま
す
。 

  

2013 年 11 月 2 日(土) ～11 月 17 日(日)  堀川御池ギャラリーA/B/C 

    開館時間；午前 11時～午後６時 ／休館日；11月 11日(月) ／入場無料   

☆シンポジウム； 11 月 3 日(日)  午後 2 時～4 時 30 分 ／定員 80 名(先着順) ／入場無料  
       基調講演 甲南大学准教授 服部 正氏 ／シンポジウム   服部正氏 と 主催関係者 

主 催；ＮＰＯ法人 障碍者芸術推進研究機構／共 催；京都市・京都市教育委員会 

後 援；京都新聞社会福祉事業団・京都市立総合支援学校長会 他 
協賛出品；天才アートミュージアム・京都市ふしみ学園アトリエやっほう・青谷学園ＤＯ・アトリエとも・ 

京都市東山青少年活動センター・洛西ふれあいの里授産園・京都市立呉竹総合支援学校・ 
京都市立東総合支援学校・京都市立白河総合支援学校・個人 等     

会 場；堀川御池ギャラリー  京都市中京区油小路通御池押油小路町 238－1  TEL075－255－9023 
◆地下鉄東西線 二条城前駅下車徒歩 3 分／市バス（6 路線）堀川御池バス停より徒歩 1 分 

 

会場設営・会場管理をお手伝くださる 

ボランテイアを募集しています 

 

☆十八歳以上の方でアートに興味のある方（美大・芸大の学生、院生の方歓迎） 

☆下記Ａ／Ｂ／Ｃのうち都合のよい日程及び時間帯をお知らせください。 

Ａ． 展覧会準備期間 10月 29日(火)～11月 1日(金) 10時～18時 

   ＊作品額装作業の補助／展示作業等の補助 

Ｂ． 展覧会期間中 11月 2日(土)～11月 17日(日) 

     ＊受付補助／会場管理／参観者誘導等 

     ＊時間帯 ①11時～14時／②13時～16時／③15時～18時 

Ｃ． 会場撤去 11月 18日(月) 9時 30分～12時 

     ＊作品の取り外し／梱包等           

◆お問合せ・登録はＨＰより ≪http://tensai-art.com ≫ 

堀川御池ギャラリー全景 



 

青 

空 

美 

術 

館 

オ
ー
プ
ン 

                

地
下
鉄
く
い
な
橋
駅
東
隣
の
京
都
市
下
水
道
工

事
現
場
で
、
期
間
限
定
の
「
青
空
美
術
館
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
工
事
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
に
作
品
を
親
し
ん
で

も
ら
い
、
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
教
育
委
員
会
と
上
下
水
道
局
が
連
携
し
当

機
構
が
協
力
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
高
さ
２
ｍ
、
長

さ
約
５
０
ｍ
の
囲
い
塀
に
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
パ
ネ
ル
十
二
点
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
を
入
れ
替
え
な
が
ら
工

事
完
成
予
定
の
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
展
示
予
定

で
す
。
こ
の
「
青
空
美
術
館
」
は
、
今
後
、
上
下
水

道
局
の
他
の
工
事
現
場
で
も
開
設
予
定
で
す
。 

 

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 

作
品
展
示 

 

「
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
初
の
展
示
」 

六
月
八
日(

土)

午
後
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」(

主
催
・
経
糸
の
会)

の
会
場
で
あ
る
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
の
ロ
ビ
ー
で
、
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

作
品
十
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

経
糸
の
会
が
「
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む
」
こ
と
を
目
的
に
毎
年

公
演
さ
れ
て
い
て
今
年
で
十
四
回
目
。
今
回
は
李
広

宏
さ
ん
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
一
千
五
百
人

の
来
場
者
は
、
青
谷
学
園
Ｄ
Ｏ
さ
ん
な
ど
の
作
品
と

合
わ
せ
て
三
十
点
の
作
品
に
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

    

 
 

        

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

髙
田
美
貴 

個
展 

五
月
三
〇
日
（
木
）
～
六
月
四
日
（
金
）
ギ
ャ
ラ

リ
ー
圓
夢
（
え
む
・
京
都
市
東
山
区
圓
徳
院
境
内
）

に
て
初
の
個
展
を
開
催
。
同
展
は
髙
田
美
貴
さ
ん
の

母
上
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
の
ご
縁
で
実
現

し
ま
し
た
。
小
学
生
の
時
か
ら
現
在
ま
で
の
作
品
、

昨
年
度
（
二
〇
一
二
年
）
「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ

ー
」
内
閣
府
優
秀
賞
受
賞
作
も
含
め
約
二
〇
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。 

五
歳
の
子
供
さ
ん
が
ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
と
の

こ
と
で
御
家
族
そ
ろ
っ
て
来
て
い
た
だ
い
た
方
を

は
じ
め
、
「
か
わ
い
い
、
綺
麗
、
ず
っ
と
見
て
い
た

い
」
「
見
て
い
る
と
元
気
が
出
る
、
元
気
が
も
ら
え

る
」
「
見
て
い
て
飽
き
な
い
・
・
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
方
の
方
や
観
光
客

の
方
も
大
勢
来
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
障
碍
の
あ
る
子

供
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
に
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
励
み

に
な
り
ま
す
」
と
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

髙
田
美
貴
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
は
デ
ッ
サ
ン
を

中
心
に
写
実
感
の
あ
る
水
彩
画
を
描
い
て
い
ま
し

た
が
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
油
性
ペ
ン
で
下
書

き
を
し
、
一
二
〇
色
も
の
色
鉛
筆
を
使
い
分
け
て
独

特
な
美
し
い
色
合
い
の
デ
ザ
イ
ン
感
の
あ
る
絵
を

描
い
て
い
ま
す
。「
一
歳
四
カ
月
か
ら
鉛
筆
を
握
り
、

絵
を
描
く
楽
し
さ
を
覚
え
、
現
在
は
色
彩
で
の
表
現

の
楽
し
み
も
加
わ
っ
て
、
絵
の
進
化
の
過
程
の
中
に

心
の
成
長
の
表
現
も
見
て
い
た
だ
け
る
個
展
」
（
母

上
談
）
と
な
り
ま
し
た
。
絵
や
色
彩
が
今
後
ど
の
よ

う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

京
都
新
聞
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
多
く
の
市

民
の
方
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
会
期
中
お
よ
そ
三
〇

〇
名
以
上
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

ま
た
ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
門
川
大
作
京
都

市
長
・
藤
田
裕
之
副
市
長
・
生
田
義
久
教
育
長
に
も

御
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
期
後
、
髙
田
さ
ん
は

市
長
室
へ
ご
挨
拶
に
伺
い
、
作
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。 

 



 
 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

作
品 

作
家
紹
介 

                              

                                 

                                 

                                 

『ラデイッシュ』（Natsuki の切紙シリーズ） 
小寺菜月 Natsuki Kotera 

紙 297×210 （切紙を黒の台紙の上で撮影） 
 

『ユウレイのいる風景』 
「彩夏の八百万のユウレイ」シリーズ 

平 彩夏 Ayaka Taira 
画用紙にアクリルガッシュ  

                 380×540 
 

 

四条新道アトリエでの制作風景 
世界初『オリジナル倍速双六』制作中～ 
小山怜志の「創造の泉」シリーズより 

Mitsuda の『風神 雷神』 2 枚 1 双   三津田一輝 Kazuki Mitsuda 
色画用紙にクレパス  380×540（左右とも） 

 



                                 

            

「可菜恵の HANATABA」シリーズ『リボンと花束』 
服部 可菜恵 Kanae Hattori 
画用紙に色鉛筆  380×540 

 

『花壇の景色』  
長村 駿 Takashi Osamura   

画用紙にペン・水彩  380×540 
 

『月見』 「上田彩の歳時記」より  
上田 彩 Aya Ueda   

画用紙に色鉛筆  380×540 
 

『人物と色彩のグラデーション』 
足立茉莉 Mari Adachi 

画用紙にクレパス・水彩 540×750 
 

 『オニ』～「ＮＡＯのスケッチファイル」より 
    岸本 直也 Naoya Kishimoto 
     紙に色鉛筆  297×210 
 



 ≪四条新道アトリエ＆ギャラリーのボランティア募集≫ 

障碍のある人のアートを推進するために、作品を創る環境をととのえ、 
完成した作品をアーカイブ＝記録・保存し、作家別にポートフォリオ＝ 
「作品集」を編集制作して、作家・作品を社会の皆様に広く紹介すること 
を目指します。また、作品を例えば、Ｔシャツやバッグなどに商品デザイ 
ン化することも楽しい大切な活動です。 

四条新道アトリエ；京都市東山区大和大路四条下る小松町 130 番地 
 

当法人は、多くのボランティアさんの力を必要としています。 

皆様の積極的な参加をお待ちしています。 （問合せは８頁に） 

 ボランティア[ Volunteer]；「自発的にある事業に参加する人。特に社会事業活動 

に無報酬で参加する人。」（大辞林より） 

新
道
ア
ト
リ
エ 

点 

描 
梅
雨
の
豪
雨
、
夏
の
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
、
ア
ト

リ
エ
に
着
い
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
ス
タ
ッ
フ

と
に
こ
や
か
に
挨
拶
を
交
わ
し
、
早
速
、
各
々
自
分

で
決
め
た
机
で
制
作
を
始
め
ま
す
。
ア
ト
リ
エ
を
開

設
し
て
か
ら
約
一
年
が
経
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
個
性
的
な
表
現
に
磨
き
が
か
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
楽
し
み
な
の
が
題
材
の
変
化
で
す
。

丁
寧
で
繊
細
な
作
品
の
仕
上
が
り
は
、
彼
ら
の
「
こ

だ
わ
り
」
で
あ
り
、
ま
た
、
直
截
的
で
大
胆
な
表
現

は
、
彼
ら
の
外
界
を
捉
え
る
独
特
な
感
覚
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
題
材
の
広

が
り
は
、
作
家
と
し
て
の
興
味
・
関
心
や
表
現
意
欲

と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
大
好
き
な
仏
像
画
の
他
に
ス

タ
ッ
フ
の
肖
像
画
を
描
い
た
人
、
い
つ
も
好
き
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
絵
に
登
場
し
て
い
た
が
、
自
分
が
主

人
公
に
な
っ
て
自
分
の
体
験
を
作
品
に
表
現
す
る

よ
う
に
な
っ
た
人
、
自
分
の
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
た
め
に
制
作
し
た
人
な
ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
興

味
の
広
が
り
や
、
視
点
の
変
化
、
作
る
動
機
が
よ
り

豊
か
に
な
っ
た
な
ど
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

理
事 

富
田 

千
果
子  

        

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

便 

り 
 

今
年
の
春
、
大
学
の
構
内
で
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
『
季
報
』
第
一
号
を
目
に
し
ま
し
た
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
素
敵
な
作
品
や
活
動
内
容
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
て
と
て
も
興
味
深
く
、
も
と
も
と

ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
っ
た
私
は
、
す
ぐ

に
応
募
し
面
接
を
し
て
頂
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

 

天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
現
在
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
ア
ト
リ
エ
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
絵
を

描
く
場
所
と
い
う
前
提
を
持
ち
な
が
ら
、
と
て
も
自

由
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
は
集
中
し

て
の
び
の
び
と
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ

で
生
み
出
さ
れ
る
作
品
は
、
ま
る
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
分
身
・
魂
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
持
っ
て
い
て
、
私
は
い
つ
も
強
く
惹
き
付
け
ら

れ
、
じ
っ
と
眺
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
る
で
目
に
見

え
な
い
引
力
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
、
目
が
釘
付
け

に
な
り
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
が
こ
こ
に
集
ま
る
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
も
少
し
あ
り
ま
し
た
。

と
て
も
良
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
ト
リ
エ
外

で
も
制
作
し
て
い
る
の
に
、
こ
こ
ま
で
足
を
運
ぶ
理

由
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
と
。 

そ
の
答
え
は
、
こ
こ
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ス
タ
ッ

フ
・
保
護
者
の
方
々
を
含
め
、
見
学
、
取
材
に
こ
ら

れ
る
方
々
な
ど
、
色
々
な
人
達
が
集
ま
っ
て
く
る
と

い
う
所
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
色
々
な
人
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
中
で
創
作
し
、
誰
か
に

見
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
展
覧
会
な
ど
を
通
し
て

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
と
っ
て
、
一
人
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
良
い
刺
激 

 

や
自
信
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
作
家
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
に
集

う
全
て
の
人
た
ち
が
、
集
ま
り
関
わ
る
こ
と
で
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
や
企
画
が
生
ま
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
作
品
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
媒

介
に
し
て
人
が
集
ま
る
場
、
そ
れ
が
『
天
才
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
可
能
性
に
満

ち
た
場
所
な
の
で
は
な
い
か
と
今
私
は
感
じ
て
い

ま
す
。 

 
 精

華
大
学
美
術
学
部
生 

名
智
敦
子 

 
 

６ 



ア
ト
リ
エ
訪
問 

 

ア
ト
リ
エ
と
も 

 

ア
ト
リ
エ
と
も
は
、
京
都
市
内
の
最
中
心
部
と
も

い
え
る
中
京
区
蛸
薬
師
通
烏
丸
東
入
の
サ
ン
プ
ラ

ン
タ
ン
ビ
ル
に
あ
り
、
小
規
模
作
業
所
の
形
態
で
運

営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
階
は
作
品
を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
兼
喫
茶

室
と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
は
ビ
ジ
ネ
ス
街
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
昼
休
み
に
は
勤
め
の
人
た
ち
の
ラ
ン
チ

需
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
や
買
い
物
目
的

の
人
通
り
が
結
構
あ
っ
て
、
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
作
業
所
と
し
て
の
製
品

を
販
売
さ
れ
て
い
て
、
手
に
取
っ
て
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

             

同
じ
ビ
ル
の
三
階
が
ア
ト
リ
エ
、
四
階
が
作
業
室

と
な
っ
て
い
て
、
七
月
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
は
、
ア
ト
リ
エ
で
は
三
人
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
制

作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
四
階
で
は
六
人
の
方

が
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
活
用

し
た
製
品
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
種
類
も
豊
富
、
ア 

 

イ
デ
ア
満
載
で
、
し
っ
か
り
と
作
り
込
み
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
制
作
し
、
職
員
の
方

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
通
所
の
人
た
ち
が
製
品
作
り

の
作
業
を
進
め
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
才
能
を
発
揮
し
、
自
分
の
得
意
技
を
活
か

し
と
、
ど
の
フ
ロ
ア
ー
も
充
実
し
た
雰
囲
気
に
満
ち

て
い
ま
し
た
。 

   

          

帰
り
際
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
才
能
と
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
群
に

あ
ら
た
め
て
魅
入
ら
れ
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
ま
し
た
。
十
一
月
の
展
覧
会
で
の
再
会
が
待
ち

遠
し
く
な
り
ま
す
。 

  
 

        

ア
ト
リ
エ
訪
問 

 
 

青
谷
学
園
Ｄ
Ｏ 

 
 青

谷
学
園
Ｄ
Ｏ
は
、
昭
和
五
七
年
設
立
の
社
会
福
祉

法
人
青
谷
学
園
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
四
年

に
知
的
障
害
者
入
所
授
産
施
設
と
し
て
開
所
さ
れ
、

そ
の
後
通
所
部
も
併
設
さ
れ
て
、
比
較
的
早
く
か
ら

ア
ー
ト
の
活
動
も
取
り
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
十
五
年
か
ら
画
科
の
ジ
ュ
ン
イ
チ
さ
ん
と
の
コ

ラ
ボ
で
『
ア
ー
ト
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
』
展
覧
会 

を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
京
都
府
等
主
催
の

『
と
っ
て
お
き
の
芸
術
祭
』
で
入
賞
作
品
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

             

京
都
府
城
陽
市
の
南
端
の
丘
陵
地
を
通
る
国
道

三
〇
九
号
線
沿
い
に
あ
り
、
鉄
骨
三
階
建
て
の
大
き

な
建
物
の
三
階
に
ア
ト
リ
エ
が
あ
り
ま
す
。
一
・
二

階
は
入
所
・
通
所
施
設
で
清
掃
が
行
き
届
い
た
快
適

な
空
間
で
す
。 

見
学
当
日
は
、
十
三
人
の
方
が
制
作
に
励
ん
で
お

ら
れ
、
大
き
な
作
品
の
方
は
床
に
シ
ー
ト
を
敷
い
て

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
女
性
三
人
が
ア
ト
リ
エ

の
運
営
を
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
芸
術
系
大
学
を

卒
業
さ
れ
て
こ
の
道
を
選
ん
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

白
樫
施
設
長
の
お
話
で
は
、
三
年
前
に
来
て
も
ら

っ
て
か
ら
作
品
レ
ベ
ル
が
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
、
と
の

こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
ア
ト
リ
エ
環
境
の
下
で
、
作

家
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
自
由
に
制
作

表
現
に
集
中
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ま
し
た
。

ア
ト
リ
エ
も
広
い
の
で
大
き
な
作
品
に
も
取
り
組

め
ま
す
。
秋
の
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
で
作

品
に
出
合
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

   



ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

N
O

-M
A

［
企
画
］ 

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
［
編
］ 

『
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ア
ー
ト 

日
本
』 

平
凡
社
、
２
０
１
３
年 

２
、
０
０
０
円
（
税
別
） 

   
 
 

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー 

「
天
才
ア
ー
ト
な
本
」 

                  

東
京
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研
究
員
の
保
坂
健

二
郎
や
、
精
神
科
医
の
斎
藤
環
、
文
化
人
類
学
者
の

中
沢
新
一
や
、
滋
賀
県
で
福
祉
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
田
端
一
恵
、「N

O
-M

A

」
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
は
た
よ
し
こ
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
の
第
一
人

者
が
、
彼
ら
／
彼
女
ら
の
深
く
関
わ
っ
て
き
た
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
つ
い
て
多
角
的
に
論
じ
た
論
集
。 

学
術
専
門
書
で
は
な
く
、
事
項
や
人
名
の
丁
寧
な

脚
注
も
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
い
う
人

に
は
う
っ
て
つ
け
の
入
門
書
で
す
。 

も
っ
と
も
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
本
書
は
、
ア
ー
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
知
識
を
効
率
よ
く
得
ら
れ
る
単
な

る
解
説
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
が
い
か
に
“
発
見
”
さ
れ
、
誰
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
っ
た
歴
史
と
、
日

本
に
お
け
る
特
殊
な
状
況
が
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
読

者
は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
い
う
概
念
自
体
が
、

時
代
や
地
域
、
立
場
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
い
ま
／
こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
ア
ー
ル
・
ブ
リ

ュ
ッ
ト
と
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ

ッ
ト
を
構
想
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
一
種
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

理
事 

イ
ト
ウ 

ユ
ウ  

季
報
掲
載
広
告
の
お
願
い 

季
報
天
才
ア
ー
ト
は
、
年
４
回
の
発
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
「
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
活

動
報
告
を
は
じ
め
、
所
属
作
家
の
作
品
紹
介
、
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報
、
各
地
の
展
覧
会

情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
発
行
部
数
は
創

刊
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
発
行
）
が
三
千
部
で
、

会
員
・
協
賛
団
体
、
美
術
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ

ェ
、
芸
術
系
大
学
、
福
祉
関
係
学
部
の
あ
る
大
学
、

公
共
機
関
な
ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。 

現
在
天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
に
ご

賛
同
く
だ
さ
る
企
業
や
団
体
の
広
告
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                              

 

                

  

 

   

  

天
才
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
発
足
か
ら
三
年
、

登
録
作
家
の
創
作
活
動
も
、
当
機
構
の
ス
タ
ッ

フ
の
活
動
も
共
に
手
探
り
な
が
ら
一
歩
、
ま
た

一
歩
・
・
と
歩
を
進
め
、
様
々
な
試
み
・
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
十
一
月
に

第
二
回
展
覧
会
を
控
え
、
準
備
に
心
躍
る
日
々

で
す
。
初
め
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
い
う

言
葉
を
知
っ
た
日
の
こ
と
を
、
初
め
て
そ
の
作

品
を
眼
に
し
た
日
の
こ
と
を
、
季
報
編
集
の
た

び
に
思
い
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
時
受
け
た
衝
撃

や
感
動
、
そ
し
て
や
ま
ぬ
興
奮
を
想
い
ま
す
。

展
覧
会
は
、
そ
の
よ
う
な
場
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
あ
の
日
の
私
の
よ
う
に
思
い
が
け
ず
作

品
に
出
遭
い
、
何
か
を
感
覚
し
て
不
意
に
動
き

出
し
・
・
・
そ
ん
な
偶
然
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
、
展
覧
会
を
心
待
ち
に
し
つ
つ
。 

〈
編
集
画
像
処
理 

高
橋
ち
さ
と
（
ウ
エ
ブ
デ

ザ
イ
ナ
ー
）
／
編
集
・
構
成 

植
村
美
樹
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

       広告募集中 

■ 年４回発行 毎号 3 千部予定   
 

■ １枠 10,000 円／年間 4 回各号に掲載 
 

■ 最終ページ（後ろ表紙）にロゴを掲載 
 

お問合せ・お申込みは 
info@tensai-art.com へ 

≪ボランテイア募集中≫ 
１．『天才アートミュージアム展 2013』のボランティア 

Ａ；会場設営・展示作業などの補助 
Ｂ；会期中の受付・会場管理などの補助 
Ｃ；作品撤去作業・梱包などの補助 

２．四条新道アトリエ＆ギャラリーのボランティア 

   ① 広報誌・季報などの企画・編集 
   ② 作品のデザイン化・商品化などの企画 

③ その他、得意分野を生かした活動など 

■お問合せ・申込はＨＰより；http://tensai-art.com 

株式会社 呉 竹

http://www.kuretake.co.jp/ 

創 業 １９０８年  
吉村建設工業（株） 

075-802-1360 
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